
 

                                 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書活動だより 
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ビブリオバトルとは、バトラーと呼ばれる発表者が、それぞれおすすめの本の魅力を５分間で紹介し合い、参
加者全員で、「一番読みたくなった本」（チャンプ本）を投票で決める知的書評ゲームです。本のおもしろさを
共有し、読書のきっかけづくりとするために、高校生がバトラーとなる地区大会を県内５か所で開催します。 

８月７日（金）、県立学校の教職員と生徒を対象

とする「学校図書館職員等研修会」が、県立図書館

で行われ、９校から２０名が参加しました。 

山崎副館長による講義では、参加校の学校図書館

の様子をスクリーンに映し出して、環境づくりの課 

題と改善策が示されまし 

た。本の表紙を見せる「面 

出し」の効果と注意点、 

本を書架に並べる際のポ 

イント、入り口の掲示の 

工夫、展示する場所に適 

したテーマ設定の仕方な

どの助言に、参加者たちは耳を傾けていました。 

その後、職員と生徒に分かれて情報交換を行いま

した。生徒たちは、図書委員会としての日常活動や

学校祭におけるイベントを紹介し合いました。昨年

の情報交換で出された他校の取組を、今年度の活動 

 

 

 

 

・一冊の本からいろいろなことを考え、成長していこう

とするバトラーの姿に心打たれた。こういった経験を

もっと多くの学生にもってほしいし、共有してほしい。

（５０代） 

・高校生がいろいろなジャンルの本に興味をもって読ん

でいることが素晴らしいと感じました。一生懸命に字

に触れることのできる時間となり、読書の素晴らしさ

を改めて思いました。多くの高校生が参加できる機会

をつくることにより、絆を深め、新しい時代の高校生

が育っていくと感じました。（６０代） 

 

９月１２日（土）、能代市立図書館で能代大会を開

催しました。市内３校から７名の高校生バトラーが、

おすすめの一冊について、ぜひ読んでほしいという思

いを込めて熱く語りました。また、ディスカッション

タイムになると、バトラー自身の体験が語られたり個

性が表れたりするようになり、会場は大いに盛り上が

りました。 

参加者の感想には次のようなものがありました。 
 

・学校でやってみたことがあったけど、こんなにじっく

りやったことがなくて楽しかった。（高校生） 

・自分もやってみたいと思いました。（高校生） 

～学校図書館職員等研修会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

に早速生かしたという学校もありました。 

また、ライトノベルの取扱いについて、活発に意

見が交わされました。「自校では禁止している」「読

みたい人が多いので入れている」「読まなくなった

生徒たちから寄付してもらっている」「ベストセラ

ーの半分をそろえる」「古本市の売り上げで購入す

る」など、ライトノベルを巡る校内の様々な価値観

の中で、図書委員としてどんな対応ができるのかに

ついて考える時間となりました。 

 

 

 

  

 
スクリーンの前で説明する副館長 

 
情報交換会で自分たちの活動を紹介し合う図書委員たち 

 

『ほぉ…ここがちきゅうのほいくえんか』著・てぃ先生 

『しんせつなともだち』（こどものとも絵本）著・方軼羣 

『思い出のとき修理します』著・谷瑞恵 

○『ハッピーバースデー』著・青木和雄 吉富多美 

『境界線上のホライゾン』著・川上稔 

◎『白雪ひめ殺人事件』著・湊かなえ 

『時間商人』著・水市恵 

               ◎チャンプ本 ○準チャンプ本 

 
発表の緊張から解放されて和やかな表情のバトラーたち 

能代大会で紹介された本 
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秋田県教育庁生涯学習課 

   生涯学習・読書推進班 

URL http://www.pref.akita.lg.jp/syogaku/ 
 

平成 27 年度子どもの読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰 

にかほ市立仁賀保中学校 
  

 

 市町村立図書館と県立図書館の正

規職員（司書）の人事交流を、今年

度は、八郎潟町と行っています。 

４月から八郎潟町立図書館長とし

て赴任している県立図書館職員は、

専門的知識や技能を用いて、１年間 

 

 
 仁賀保中学校では、司書教諭から提案される「図書館経営計画」を基に教育課程全体と関連づけて読書

推進に当たるとともに、図書司書補助職員を中心に校内の読書環境づくりに努めています。 

 

【生徒会による読書活動】 

            図書委員たちによる、読

書集会の開催や読み聞か

せ、「図書新聞」の発行な

どを行っています。また、

先生の薦める本の紹介コ

ーナーも設置しています。 

【市イントラネット検索機能システムの活用】 

 市内小・中学校と市公共図書館の蔵書を検索する

ことで、調べ学習等における資料の相互貸借が可能

です。また、このシステムにより蔵書管理や生徒の

図書館利用の状況を常時把握しています。 

学校の 
読書活動紹介 

 

【読書時間の確保】 

 朝読書の時間を日課表に示し、生徒と共に教師も

読書をしています。 

【展示やコーナー設置による環境整備】 

 季節や行事に応じた掲示、様々なテーマ展示、特

設コーナーの設置と関連クイズの出題、保健室と連

携した「心のケアコーナー」の設置等により、読書

への関心を高めています。 

【学級文庫の設置と読破奨励】 

 ほぼ１か月ごとに入替を行う学級文庫を設置す

るとともに、必読図書を３年間で読破するように奨

励しています。 

 

 

今年度は全ての市町村が 

読書イベントを開催！ 
 
今年度は、県内どこでも「読

書の秋」を満喫できるように、
全ての市町村の図書館や公民館
等で読書イベントが行われる予
定です。本を読んだり借りたり
するだけでなく、おはなし会、
講演会、発表会、おもしろい本
の展示、古本市、工作教室、映
画上映会、コンサートなどを楽
しむことができます。 

この機会に、これまで地域の
図書館や本にあまりなじみのな
かった方も、その魅力を発見し
てみませんか。 

かけて新館のサービスや業務体制の整

備に当たります。一方、八郎潟町立図書

館職員は県立図書館の情報サービス班

に所属し、実務経験を積んで、次年度以

降、地域の図書館での仕事に生かすこと

になります。 
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１１月１日「県民読書の日」は 

県主催読書イベント集中 
 
 昨年、県民が読書の意義を理
解し、読書に親しむ機会となる
よう、毎年１１月１日が「県民
読書の日」と定められました。
この日は県主催の様々なイベン
トが予定されています。 

 ★高校生ビブリオバトル全県大会  
場所：秋田県生涯学習センター講堂 
時間：１０：３０～１２：２０ 

★塩野米松氏講演会 
場所：秋田県児童会館けやきシアター 
時間：１３：００～１５：００ 

★プロムナードコンサート 
★ギャラリートーク 

場所：秋田県立図書館 
時間：１２：００～（コンサート） 

１５：３０～（ギャラリートーク） 

平成２７年度読書フェスタ 

イベントパンフレット作成 
 
期間中、全県域で行われる読

書イベントを、県北、県央、県
南に分けて一覧にした「平成 27

年度読書フェスタイベントパン
フレット」を作成しました。今
年度は、各イベントについての
問合せ電話番号も載せました。 

県内の図書館、県の社会教育
施設、秋田市内の書店に設置し
ます。また、美の国あきたネッ
トの教育庁生涯学習課ホームペ
ージの「お知らせ」のところに
掲載しておりますのでご活用く
ださい。 

図書委員による読み聞かせ 


